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こ
れ
か
ら
の
横
浜
の
環
境
政
策
を
考
え
る

環
境
創
造
局
と
資
源
循
環
局
の
創
設
に
際
し
て
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は
じ
め
に
｜
転
換
点
に
立
つ

「
環
境
政
策
」

　
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
と

な
り
、
「
環
境
」
に
関
す
る
施
策

展
開
や
事
業
運
営
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
は
事
業
者

の
経
済
活
動
に
起
因
す
る
産
業
型

公
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
当
時
の
環
境
政
策
は
、
主
に

こ
れ
ら
を
対
象
と
し
た
「
公
害
対

策
」
だ
っ
た
。
本
市
で
は
、
「
公

害
対
策
よ
こ
は
ま
方
式
」
と
い
わ

れ
た
民
間
企
業
と
の
公
害
防
止
協

定
や
独
自
の
要
綱
・
指
針
等
に
よ

る
規
制
・
指
導
を
行
う
な
ど
の
取

組
に
よ
っ
て
、
公
害
防
止
・
環
境

改
善
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
急

増
す
る
ご
み
に
つ
い
て
も
、
「
焼

却
・
埋
立
を
中
心
」
に
、
廃
棄
物

の
衛
生
的
か
つ
安
全
な
処
理
体
制

を
整
備
し
、
適
正
処
理
を
進
め
て

き
た
。

　
し
か
し
近
年
、
市
民
の
日
常
生

活
等
に
起
因
す
る
都
市
・
生
活
型

公
害
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境

問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
た
め
、

そ
の
背
景
に
あ
る
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
廃
棄
物
の
問
題
を
資

源
・
工
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
一
環
と

し
て
と
ら
え
、
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
、
徹
底
し
た
分
別
と
再
生
利
用

を
推
進
す
る
な
ど
、
様
々
な
段
階

に
お
い
て
、
社
会
経
済
活
動
を
環

境
に
配
慮
し
た
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
少
負
荷
型
・

循
環
型
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と

が
、
時
代
の
要
請
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
身
近
な
自
然
環
境
の
保

全
・
創
造
を
求
め
る
市
民
の
ニ
ー

ズ
は
、
依
然
と
し
て
高
い
。
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
公

園
、
学
校
、
下
水
道
と
い
っ
た
生
活

イ
ン
フ
ラ
、
治
水
や
利
水
と
い
う

視
点
か
ら
改
修
さ
れ
て
き
た
河
川

な
ど
に
、
身
近
な
自
然
環
境
を
保

全
・
創
造
す
る
た
め
の
「
環
境
イ

ン
フ
ラ
」
と
し
て
の
付
加
価
値
を

加
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
環
境
を
デ
ー
マ
に
し

た
政
策
・
事
業
に
つ
い
て
も
効
率

性
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
経
営
的
な

視
点
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
特
に
、
公
園
や
下

水
道
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
効

率
的
に
維
持
・
運
営
し
て
い
く
た

め
の
新
た
な
技
術
や
手
法
を
開
発

す
る
こ
と
は
、
急
務
で
あ
る
と
言

え
る
。
一
方
で
市
民
・
事
業
者
に

対
し
て
環
境
行
動
を
積
極
的
に
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
多
様
な
民

の
主
体
と
の
協
働
に
よ
っ
て
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題

意
識
に
よ
り
、
非
「
成
長
・
拡
大
」

の
時
代
に
お
い
て
環
境
関
連
の
施

策
や
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
立

脚
点
と
な
る
政
策
的
な
枠
組
み
と

象
徴
的
な
事
業
を
紹
介
す
る
。
そ

し
て
環
境
保
全
、
緑
政
局
、
下
水

道
局
の
３
局
か
ら
な
る
「
環
境
創

造
局
」
の
創
設
や
環
境
事
業
局
の

「
資
源
循
環
局
」
へ
の
転
換
を
視

野
に
い
れ
な
が
ら
、
「
環
境
行
動

都
市
・
横
浜
」
の
実
現
へ
の
道
を

展
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

２

「
都
市
環
境
」
を
ト
ー
タ
ル
に

と
ら
え
て
保
全
・
創
造
・
活
用
す
る

　
本
市
で
は
環
境
政
策
を
ト
ー
タ

ル
に
推
進
し
て
い
く
原
動
力
に
な

る
も
の
と
し
て
、
平
成
７
年
３
月

に
「
横
浜
市
環
境
の
保
全
と
創
造

に
関
す
る
基
本
条
例
」
を
制
定
し

た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
環
境

の
保
全
と
創
造
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

８
年
９
月
に
「
横
浜
市
環
境
管
理

計
画
」
を
策
定
（
平
成
1
6
年
３
月

改
訂
）
し
、
将
来
の
望
ま
し
い
横

浜
の
都
市
環
境
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
横
浜
市
中
期
政
策
プ

ラ
ン
」
（
平
成
1
4
年
1
2
月
）
の
中

で
も
、
目
指
す
べ
き
都
市
像
の
一

つ
と
し
て
「
地
域
か
ら
地
球
に
広

が
る
環
境
行
動
都
市
の
創
造
」
を

掲
げ
、
「
未
来
に
引
き
継
ぐ
環
境

資
源
」
を
重
点
戦
略
テ
ー
マ
の
一

つ
と
す
る
な
ど
、
環
境
政
策
を
重

要
な
柱
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
基
本
理
念
を
実
現
す

る
た
め
に
は
二
つ
の
重
要
な
政
策

執
筆
者

横浜の自然骨格
箕
輪
　
竜
一

環
境
保
全
局
　
環
境
政
策
課

辰
巳
　
知

環
境
事
業
局
　
廃
棄
物
政
策
課

片
受
　
明

緑
政
局
　
企
画
課

伊
東
　
裕

下
水
道
局
　
経
営
企
画
課

武
井
　
陽
子

都
市
経
営
局
　
政
策
課

洞
澤
　
実

都
市
経
営
局
　
政
策
課



課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一

つ
は
「
横
浜
が
有
す
る
固
有
の
自

然
環
境
を
、
総
合
的
に
保
全
・
創

造
・
活
用
す
る
」
と
い
う
課
題
で

あ
り
、
今
一
つ
は
「
『
循
環
型
・

省
負
荷
型
社
会
』
を
実
現
す
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
都
市
環
境
を
形

成
す
る
」
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

①
身
近
な
自
然
環
境
を
総
合
的
に

　
保
全
・
創
造
・
活
用
す
る

　
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
・
創

造
・
活
用
を
求
め
る
横
浜
市
民
の

ニ
ー
ズ
は
高
く
、
平
成
1
6
年
度
の

市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
市
民

が
身
近
に
望
む
自
然
環
境
の
上
位

５
つ
は
、
「
こ
こ
ち
よ
い
風
、
太

陽
の
光
、
木
陰
」
（
3
8
・
８
％
）
、

「
緑
豊
か
な
公
園
」
（
3
8
・
４
％
）
、

「
川
、
池
、
せ
せ
ら
ぎ
」
（
3
1
・

４
％
）
、
「
公
園
の
花
壇
、
街
路
樹
、

生
け
垣
」
（
2
7
・
５
％
）
、
「
遠
く

の
山
や
星
が
見
え
る
空
」
（
2
7
・

２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
は
、
市
内
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
環
境
条
件
に
応
じ
て
多

彩
な
政
策
・
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　
横
浜
の
都
市
構
造
を
考
え
る

と
、
郊
外
部
と
都
心
部
で
は
、
土

地
利
用
や
市
街
地
の
あ
り
か
た
が

大
き
く
異
な
る
。
郊
外
部
は
そ
の

エ
リ
ア
の
約
半
分
が
「
市
街
化
調

整
区
域
」
で
、
一
団
の
農
地
・
山

林
が
残
さ
れ
て
い
る
。
都
心
部
は
、

多
く
が
密
集
市
街
地
で
、
緑
地
が

少
な
い
だ
け
に
、
「
自
然
環
境
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
を
塊
と
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ

の
た
め
、
郊
外
部
に
お
い
て
は
自

然
環
境
の
「
保
全
」
が
、
都
心
部

に
お
い
て
は
、
「
創
造
」
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
る
。

　
例
え
ば
横
浜
内
陸
部
の
原
風
景

が
い
ま
だ
に
残
る
郊
外
部
で
は
、

水
田
と
里
山
、
小
川
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
里
地
景
観
を
生
態
系
や

生
活
文
化
と
あ
わ
せ
て
保
全
・
活

用
し
て
い
く
施
策
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
自
然
環
境
の
総
量
が
圧

倒
的
に
少
な
い
都
心
部
で
は
、
個

人
宅
の
庭
木
か
ら
始
ま
り
、
公
園

や
街
路
樹
、
校
庭
、
河
川
敷
な
ど

の
限
ら
れ
た
緑
の
空
間
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
と
共
に
、
「
屋
上
緑

化
、
壁
面
緑
化
」
な
ど
を
通
じ
て

市
街
地
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
た
都
心
部
な
ら
で
は
の
緑
を
創

出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
行
う
こ
と

で
、
市
民
が
望
む
自
然
環
境
の
最

上
位
で
あ
る
「
こ
こ
ち
良
い
風
、

太
陽
の
光
、
木
陰
」
や
、
第
４
位

の
「
公
園
の
花
壇
、
街
路
樹
、
生

け
垣
」
は
、
市
内
の
ど
の
地
域
で

も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
自
然
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
都

心
部
で
も
、
施
策
や
事
業
の
工
夫

次
第
で
、
市
民
が
望
む
自
然
環
境

を
創
り
出
す
こ
と
は
、
十
分
に
可

能
な
の
で
あ
る
。

　
市
域
の
自
然
地
形
の
枠
組
み
に

従
っ
て
、
環
境
系
の
政
策
・
事
業

を
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
展
開
す

る
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

　
前
出
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、

「
身
近
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て

る
た
め
に
、
今
後
行
政
が
力
を
入

れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
「
河
川

を
、
流
域
の
自
然
を
活
か
し
計
画

的
に
整
備
す
る
こ
と
」
が
最
上
位

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
「
流
域
」

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
さ
は
、
横

浜
の
自
然
地
形
の
あ
り
よ
う
に
根

差
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
横
浜
市
に
は
、
多
摩
・
三
浦
丘

陵
の
主
稜
線
を
源
流
と
し
た
河
川

が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
、
源
流
か

ら
河
口
ま
で
市
内
で
完
結
し
て
市

域
の
骨
格
を
構
成
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
市
域
の
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
谷
戸
風
景
か
ら
下
流
の
運

河
や
海
浜
干
潟
、
港
湾
施
設
ま
で

多
彩
な
水
辺
景
観
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
横
浜
な
ら
で
は
の

大
地
の
枠
組
み
を
環
境
政
策
・
事

業
ヘ
と
有
効
に
活
か
す
た
め
に

は
、
河
川
を
軸
と
し
て
、
農
地
や

樹
林
地
、
公
園
、
学
校
な
ど
の
環

境
イ
ン
フ
ラ
を
有
機
的
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
市
民
が
水
や
緑
、

生
き
物
に
ふ
れ
あ
い
・
学
ぶ
場
と

し
て
一
体
的
に
、
保
全
・
活
用
・

創
造
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

　
現
在
、
水
・
緑
環
境
に
関
す
る

代
表
的
な
計
画
と
し
て
、
河
川
や

海
域
ご
と
の
水
質
や
生
物
指
標
な

ど
の
水
環
境
目
標
な
ど
を
定
め
た

「
水
環
境
計
画
（
環
境
保
全
局
一

平
成
６
年
３
月
策
定
）
」
、
緑
の
保

全
や
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
「
緑

の
基
本
計
画
（
緑
政
局
‥
平
成
９

年
い
1
1
月
策
定
）
」
、
河
川
流
域
毎
の

水
質
向
上
や
水
量
回
復
な
ど
に
向

け
総
合
的
な
整
備
方
針
を
定
め
た

「
水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
下

水
道
局
‥
平
成
い
1
1
年
1
0
月
策
定
）
」

な
ど
が
あ
る
。
横
浜
の
自
然
環
境

の
将
来
像
を
考
え
る
と
き
に
は
、

こ
れ
ら
の
水
や
緑
の
計
画
を
「
流

域
」
を
ペ
ー
ス
で
連
携
・
統
合
し
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
環
境
目
標

を
設
定
す
る
と
共
に
、
「
水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
に
向

け
て
、
自
然
環
境
の
保
全
・
創
造

の
た
め
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
視
点
が
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

②
「
循
環
型
・
少
負
荷
型
社
会
」
の

　
実
現
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
都

　
市
環
境
を
形
成
す
る

　
　
「
循
環
型
社
会
」
、
「
少
負
荷
型

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

や
事
業
も
近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　
ま
ず
、
「
循
環
型
社
会
」
の
実

現
に
あ
た
り
、
「
ご
み
の
発
生
抑

制
↓
再
使
用
↓
再
生
利
用
」
を
推

進
し
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
節
減
と
循
環
的
な
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要

請
を
背
景
に
、
平
成
1
5
年
１
月
に
、

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
横
浜
G
3
0
プ
ラ
ン
）
」
を
策
定
し
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い

て
は
、
分
別
収
集
品
目
を
拡
大
す

る
と
共
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
る
（
平
成
1
7
年
４
月
か
ら
全
市

域
に
拡
大
予
定
）
。
こ
の
成
果
は
、

早
く
も
数
字
と
な
っ
て
表
れ
、
分

別
品
目
を
拡
大
し
た
６
区
の
「
家

庭
ご
み
」
の
収
集
量
は
、
分
別
収

集
拡
大
前
と
比
較
し
て
約
3
0
％
削

減
さ
れ
、
資
源
の
循
環
的
な
利
用

が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
新
し
い
技
術
や
シ
ス
テ

ム
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
だ

け
で
な
く
下
水
処
理
水
や
汚
泥
焼

却
灰
、
消
化
ガ
ス
の
再
生
・
有
効

利
用
な
ど
下
水
処
理
に
伴
う
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
も
進
ん
で
い
る
。

　
　
「
少
負
荷
型
社
会
」
の
実
現
に

あ
た
っ
て
は
、
地
球
規
模
の
温
暖

化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な

ど
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅

か
す
新
た
な
環
境
問
題
へ
の
対
応

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
特
に
、
平
成
1
7
年
２
月
に
発
効

さ
れ
た
京
都
議
定
書
を
受
け
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
は
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
温
室

効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
酸
ガ
ス
ほ

か
６
種
類
）
排
出
量
は
、
産
業
部

門
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
業
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務
、
家
庭
部
門
に
お
い
て
は
、
人
口

増
加
や
新
た
な
ビ
ル
建
設
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
国
の
伸
び
率
と
比

較
し
て
も
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
平
成
1
3

年
２
月
に
「
横
浜
市
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
2
2
年
度
に
お
け
る
一
人
当
た

り
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
６
％

以
上
削
減
（
平
成
２
年
度
比
）
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
市
民
、
事
業

者
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
「
横

浜
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
」
（
平
成
1
4
年
1
0
月
）
を
設
置

し
、
「
エ
コ
ハ
マ
温
暖
化
防
止
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
平
成
1
5
年

５
月
）
で
、
「
理
解
」
と
「
実
践
」

を
掲
げ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
が
起
こ
り
に
く
い
街
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
建
物
の
屋

上
及
び
壁
面
の
緑
化
な
ど
に
よ
る

排
熱
の
抑
制
、
雨
水
浸
透
ま
す
や

透
水
性
舗
装
に
よ
る
水
循
環
の
回

復
、
風
の
道
の
確
保
な
ど
の
施
策

や
事
業
を
一
体
的
に
展
開
す
る
必

要
も
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
は
、
水
・
緑
空
間
の
整

備
や
交
通
環
境
対
策
ま
で
も
含
め

た
個
々
の
「
少
負
荷
」
の
取
り
組

み
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、

下
水
処
理
水
の
利
用
な
ど
の
「
循

環
型
社
会
」
を
目
指
す
施
策
や
事

業
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
。

い
わ
ば
都
市
総
体
と
し
て
の
持
続

可
能
性
の
向
上
に
象
徴
的
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

３

市
民
・
事
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
と

協
働
に
よ
る
事
業
展
開

①
環
境
行
動
都
市
に
向
け
た
市
民

　
へ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
環
境
教
育
の

　
必
要
性

　
(
1
)
市
民
の
心
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
キ

　
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
展
開

　
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
意

識
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が

不
可
欠
で
あ
る
。
横
浜
市
で
は
、

ご
み
の
削
減
な
ど
市
民
生
活
に
身

近
な
環
境
問
題
と
そ
れ
ら
の
解
決

に
向
け
た
環
境
行
動
の
意
識
啓
発

の
た
め
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
夏
は
夏
ら
し
く
過
ご

そ
う
！
」
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

策
の
一
環
と
し
て
、
工
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
量
が
ピ
ー
ク
と
な
る
夏
の

間
、
室
内
の
冷
房
温
度
を
2
8
度
に

設
定
す
る
か
わ
り
に
、
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
な
ど
の
軽
装
で
執
務
を
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
市
職
員
が
率
先

し
て
実
践
し
て
、
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
企
業
や

県
内
の
自
治
体
な
ど
に
も
輪
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
ヨ
コ
ハ
マ
は
G
3
0
」

で
は
「
循
環
型
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
平
成
1
3
年
度
に
対
す
る
平

成
9
9
一
年
度
の
ご
み
排
出
量
を
3
0
％

削
減
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
３
５
６
万
人
の
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
緑
政
局
で
は
、
公
園
や
市
民
の

森
、
動
物
園
の
利
用
促
進
、
農
業

振
興
な
ど
、
個
々
の
施
設
や
事
業

ご
と
に
行
っ
て
い
た
Ｐ
Ｒ
活
動
・

イ
ベ
ン
ト
を
局
と
し
て
総
合
的
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
に
、

平
成
1
5
年
度
に
「
緑
の
環
境
学
習
」

に
つ
い
て
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
た
。
「
緑
の
フ
ィ
ー
ル

ド
マ
ッ
プ
」
、
「
イ
ベ
ン
ト
講
座
情

報
」
、
「
出
前
講
座
」
を
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
３
つ
の
柱
と
し
て
、
緑

に
関
す
る
情
報
を
統
合
し
、
紹
介

す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
。

　
下
水
道
局
で
も
、
事
業
の
運
営

に
あ
た
り
、
下
水
道
使
用
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
市
民
の
理
解
と

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
意
欲
と
知
識
を
活

用
し
た
広
報
・
広
聴
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
る
「
ハ
マ
の
下
水
道
博
士
」

制
度
を
新
た
に
創
設
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
局
で
現
在
導

入
を
進
め
て
い
る
大
型
風
力
発
電

施
設
は
、
「
環
境
行
動
都
市
」
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
都
心
部
か
ら
見

や
す
い
場
所
に
計
画
し
て
お
り
、

○｢夏は夏らしく過ごそう｣PR用ポスター○横浜の環境マスコットたち

地
球
も
人
も

｢へら星人　ミーオ(30)｣

(｢ヨコハマはG30｣マス

コットキャラクター)

きれいな地球を取り戻す

ため横浜にやってきた宇

宙人。ぎゅと引き締った

ウエストが自慢。最近は、

携帯のストラップにも進

出中。

「ねんりょうでんち自動車」（環境保全PR車）

「水素を燃料としているため、排気ガスがゼロで、

騒音も少ない」未来の車。市内各地の環境イベント

等で体験乗車ができる。産みの親は、日産自動車。

い
い
夏
に
。　　　｢はま菜ちゃん｣

(｢横浜ブランド農産物｣

　　のシンボルマーク)

市職員の手作りポスター。キャッチフレーズであ

る「地球も人もいい夏に。」は市民からの公募で

決めた。

新鮮で。おいしく、安心できるハマの野菜や果

物たちのアイドル。「地産地消」を旗印に、横浜

の生産者と消費者の縁結びをするキューピット

でもある。

｢かばのだいちゃん｣

(下水道のマスコットキャ

ラクター)

横浜の川を愛し、大きな口

で川のごみなどがんがん飲

み込み、汚水を浄化する有

能な｢かば｣。｢だいちゃん｣

の愛称は市民からの公募で

決めた。
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こ
れ
を
目
に
す
る
市
民
が
環
境
行

動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
と
し
て
、
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
。

「
環
境
行
動
を
推
進
し
よ
う
」

と
い
っ
て
も
、
何
か
ら
、
ど
う
い

う
形
で
始
め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
市
民
は
多
い
。
市

民
に
親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
、
積
極
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・

Ｐ
Ｒ
戦
略
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
(
2
)
環
境
教
育
の
推
進

　
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
の
中
で
も
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
は
重
要

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
自
然

に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
は
、
幼
少

の
頃
か
ら
の
体
験
的
な
環
境
学
習

に
よ
っ
て
培
わ
れ
、
2
0
年
後
、
3
0

年
後
の
地
球
や
地
域
の
環
境
を
担

う
の
は
今
の
子
ど
も
達
の
世
代
だ

か
ら
だ
。

　
横
浜
市
で
は
、
環
境
教
育
を
進

め
て
い
く
た
め
の
方
向
性
を
示
す

も
の
と
し
て
、
「
環
境
教
育
基
本

方
針
」
（
平
成
1
6
年
度
）
を
制
定

し
た
。
「
自
ら
考
え
、
具
体
的
な

行
動
を
実
践
す
る
人
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
、
関
心
、
行
動
、

協
働
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民
、
学

校
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
自
発
的
に
参
加
・
連

携
し
、
協
働
に
よ
っ
て
環
境
教
育

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
う
た
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
既
に
、
小
・
中
学
校
と

連
携
し
た
環
境
教
育
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
緑
の

環
境
や
水
循
環
、
省
エ
ネ
、
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
市
職

員
が
学
校
に
赴
き
、
児
童
・
生
徒

と
対
話
し
な
が
ら
授
業
を
行
う

「
出
前
講
座
」
が
あ
る
。
各
局
で

実
施
し
て
お
り
、
「
家
や
学
校
な

ど
自
分
の
身
近
な
場
所
で
環
境
問

題
に
取
り
組
む
大
切
さ
に
つ
い
て

気
づ
か
さ
れ
た
。
」
、
「
市
役
所
の

仕
事
の
意
味
が
良
く
わ
か
り
、
役

所
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ

た
。
」
と
子
供
た
ち
か
ら
好
評
を

博
し
て
い
る
（
写
真
１
、
２
、
３
）
。

　
平
成
1
7
年
４
月
に
発
足
す
る

「
環
境
創
造
局
」
で
は
、
「
資
源
循

環
局
」
や
区
役
所
な
ど
と
も
連
携

し
て
、
環
境
教
育
を
総
合
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
大
気
、

水
、
緑
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
、
講
義
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
出
前
講

座
、
施
設
見
学
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
な
ど
体
系
的
な
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

②
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
協

　
働
事
業
の
展
開

　
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
・
創

造
や
持
続
可
能
な
都
市
環
境
を
形

成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
・

事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
の
参
画

に
よ
る
事
業
展
開
が
必
要
で
あ

る
。
横
浜
市
で
は
平
成
1
6
年
度
を

「
協
働
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
全

庁
的
に
市
民
・
事
業
者
と
の
連

携
・
協
働
の
取
組
を
進
め
て
お

り
、
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
協

働
事
業
も
多
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　
先
に
述
べ
た
「
分
別
収
集
品
目

拡
大
事
業
」
は
、
す
べ
て
の
横
浜

市
民
と
の
協
働
事
業
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
分
別
開
始
に
あ
た
っ
て

は
、
各
区
の
収
集
事
務
所
が
中
心

と
な
っ
て
、
約
1
5
0
0
回
（
先

行
６
区
開
始
前
）
に
も
及
ぶ
地
元

説
明
会
を
行
い
、
地
域
と
協
働
し

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

て
、
「
こ
ど
も
省
エ
ネ
大
作
戦
」

と
し
て
、
約
８
千
人
の
小
学
生
が

省
工
ネ
行
動
に
参
加
し
、
地
元
企

業
の
協
賛
に
よ
り
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世

界
食
糧
計
画
が
世
界
に
植
林
を
行

う
な
ど
児
童
や
企
業
と
手
を
携
え

た
活
発
な
協
働
の
取
組
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
公
園
や
市
民
の
森
、
水
辺
な
ど

市
民
に
身
近
な
環
境
空
間
に
お
い

て
も
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

っ
て
様
々
な
環
境
行
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
市
域
の
公
園
を
対
象

に
約
2
1
5
0
公
園
（
約
8
8
％
）

で
愛
護
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

従
来
は
、
清
掃
・
除
草
、
樹
木
の

水
や
り
な
ど
が
主
な
活
動
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
、
公
園
を
幅
広

く
利
活
用
す
る
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
公
園
以
外
に
も
、

河
川
な
ど
を
対
象
に
し
た
水
辺
愛

護
会
が
6
5
団
体
結
成
さ
れ
、
水
辺

環
境
を
良
好
に
保
ち
、
周
辺
の
住

民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
て
い
く

た
め
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
緑
地
の
保
全
を
希
望
す
る

団
体
を
「
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
」
と
し
て
登
録
し
、
土
地

所
有
者
の
協
力
を
得
て
、
緑
地
で

活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
制

度
で
は
現
在
、
2
7
の
グ
ル
ー
プ
が

登
録
し
、
樹
林
地
で
間
伐
や
下
草

刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
民
団
体
が
提
案

す
る
環
境
の
保
全
・
創
造
等
を
目

的
と
し
た
事
業
に
対
し
て
、
行
政

も
役
割
を
担
い
、
事
業
経
費
を
負

担
す
る
制
度
（
環
境
ま
ち
づ
く
り

協
働
事
業
）
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
平
成
1
7
年
度
か
ら
は
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
っ
て
身
近
な

小
規
模
樹
林
地
を
保
全
す
る
新
た

な
仕
組
み
と
し
て
「
よ
こ
は
ま
協

働
の
森
基
金
」
の
創
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
基
金
は
、
「
市

民
発
意
」
で
「
身
近
な
小
規
模
樹

林
地
の
保
全
活
動
」
を
支
援
す
る
、

全
国
で
初
め
て
の
制
度
で
あ
る
。

　
今
後
、
横
浜
市
に
お
い
て
環
境

を
テ
ー
マ
に
し
た
協
働
事
業
、
仕

組
み
づ
く
り
は
、
ま
す
ま
す
広
が

り
、
市
民
と
の
協
働
意
識
や
協
働

の
手
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

市
職
員
に
と
っ
て
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。
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４

経
営
的
な
視
点
に
立
っ
た

環
境
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用

　
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
を

迎
え
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
修
繕
・
管
理
が
環
境
政
策
に

お
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

り
、
事
業
の
企
画
時
に
は
、
効
率

性
や
コ
ス
ト
低
減
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で

整
備
し
て
き
た
３
兆
円
を
超
え
る

膨
大
な
下
水
道
資
産
に
つ
い
て
、

今
後
も
十
分
な
機
能
を
発
揮
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

短
期
間
で
集
中
し
て
整
備
を
行
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
更
新
時
期

も
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
予
防

保
全
型
の
維
持
管
理
を
進
め
、
事

業
費
の
平
準
化
や
更
新
事
業
に
必

要
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
下
水
道
施

設
の
建
設
及
び
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
低
減
等
を
図
る
た
め
、
改
良
土

プ
ラ
ン
ト
や
消
化
ガ
ス
発
電
の
事

業
に
つ
い
て
、
民
間
の
資
金
や
技

術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

P
F
I
（
p
r
i
v
a
t
e

f
i
n
a
n
c
e

i
n
i
t
i
a
t
i
v
e
）
と
い
う
手
法
を
導
入

し
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を
進
め

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

既
存
の
社
会
資
産
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
収
益
を
上

げ
て
い
く
企
業
経
営
的
な
発
想
も

重
要
に
な
る
。

　
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
で
は
、

長
期
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
1
7
年
３

月
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施

設
命
名
権
）
を
導
人
し
た
。
施
設

名
称
を
「
N
I
S
S
A
N

S
T
A
D
I
U
M
」
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る
日

産
自
動
車
株
式
会
社
か
ら
年
間
４

億
7
0
0
0
万
円
の
契
約
金
額
を

得
る
こ
と
に
な
る
。

　
下
水
道
管
き
ょ
内
の
空
間
に
つ

い
て
も
、
平
成
1
1
年
度
か
ら
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
設
置
空
間
と
し
て
、

民
間
に
開
放
し
、
現
在
市
内
1
2
か

所
で
約
８
㎞
を
対
象
に
収
益
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
施
設
上

部
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
も
、
公
園
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
に
提
供
し
て
き
た

が
、
今
後
は
、
民
間
等
へ
の
有
償

貸
し
付
け
な
ど
に
よ
り
新
た
な
収

益
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
ろ
う
。

　
公
園
に
つ
い
て
も
同
様
の
動
き

が
あ
り
、
平
成
1
6
年
６
月
に
都
市

公
園
法
の
改
正
で
「
立
体
公
園
制

度
」
が
創
設
さ
れ
、
用
地
確
保
が

困
難
な
地
域
に
お
い
て
、
民
間
建

物
等
の
一
部
や
屋
上
等
の
立
体
的

空
間
を
活
用
し
て
公
園
整
備
が
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
横
浜
市
で

は
、
全
国
で
初
め
て
「
立
体
都
市

公
園
制
度
」
に
よ
り
、
み
な
と
み

ら
い
線
元
町
・
中
華
街
駅
舎
の
上

部
を
活
用
し
た
「
ア
メ
リ
カ
山
公

園
（
仮
称
）
」
を
整
備
し
、
増
築

し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
商
業
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
民
間
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
で
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
地
域

の
利
便
性
の
向
上
等
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

「
環
境
創
造
局
」
、
「
資
源
循
環

局
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
引
き
継
ぎ
、
環
境
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
・
管
理
・
運
営
を
、
都
市
経

営
的
な
観
点
か
ら
見
直
し
、
市
民

の
共
有
財
産
と
し
て
効
率
的
・
有

効
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

５
－
ま
と
め

　
　
「
環
境
政
策
」
と
は
？
「
環
境

問
題
」
と
は
？
と
考
え
て
い
る
と
、

そ
の
「
環
境
」
と
い
う
言
葉
の
意

味
の
広
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
「
環

境
行
動
都
市
・
横
浜
」
の
実
現
に

向
け
て
、
「
環
境
政
策
」
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
は
た
し
て
何

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
々
の

仕
事
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
と
、
相

手
に
し
て
い
る
「
環
境
」
と
い
う

も
の
が
、
ち
ょ
っ
と
大
き
す
ぎ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
感
じ
る

こ
と
が
多
く
、
個
人
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
環

境
創
造
局
」
で
は
、
公
園
、
動
物

園
、
下
水
道
、
河
川
な
ど
の
環
境

イ
ン
フ
ラ
の
管
理
・
運
営
に
始
ま

り
農
地
保
全
、
地
球
環
境
、
公
害

対
策
な
ど
幅
広
い
環
境
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。
ま
た
、
環
境
事
業

局
か
ら
「
資
源
循
環
局
」
へ
転
換

し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
及
び
適
正
処
理
を
進
め
て
い

く
。
新
し
い
組
織
の
誕
生
に
よ
っ

て
、
直
面
す
る
政
策
課
題
は
も
と

よ
り
、
将
来
益
々
高
ま
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
市
民
の
よ
り
良
好
な
環

境
へ
の
要
請
に
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
市
民
満
足
度
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
の

事
業
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
く

る
。
中
で
も
市
民
、
事
業
者
と
の

連
携
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

く
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

公
園
な
ど
施
設
は
完
成
し
て
か
ら

地
域
の
方
々
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

最
終
的
な
目
標
と
な
る
。
本
市
が

蓄
え
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
同
様
で

あ
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
個
人
・
団

体
が
政
策
や
事
業
に
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
創
る
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
環
境
と
経
済
の
良
き
循
環
」
を

生
み
出
す
と
い
う
視
点
も
必
要

だ
。
市
民
が
よ
り
良
い
環
境
を
希

求
す
る
こ
と
が
付
加
価
値
と
な
る

こ
と
で
、
本
市
の
産
業
が
環
境
を

重
視
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
物
・

サ
ー
ビ
ス
が
市
民
の
元
へ
と
還

る
。
こ
れ
は
ま
た
、
持
続
可
能
な
社

会
の
理
想
の
姿
で
も
あ
る
。

　
行
政
は
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
つ

く
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
人
と
人
と
の
関
係
に
誠
意
や
思

い
や
り
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
誰

も
が
承
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
様
に
、
環
境
に
対
し
て
も
一

人
ひ
と
り
が
誠
意
を
持
っ
て
向
き

合
い
、
で
き
る
こ
と
を
実
行
し
、

安
ら
ぎ
・
憩
い
・
う
る
お
い
に
満

ち
た
都
市
環
境
を
創
造
し
て
い
き

た
い
。

　
環
境
は
、
み
ん
な
で
創
り
・
育

て
・
守
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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